




Analytical Study on Estimation of Steel 
Corrosion by 1田pactWave Method 
l上I日ヨ 矛目玉た
Kazuo YAMADA 
ABSTRACT In this stud~ the applicability of i盟pact曹avemethod to evaluate the steel 
corrosion曹asdiscussed analytical1y. Fol1owing results曹ereobtained in this study: 
1) The undershot phenomenon is observed in the case of h (coefficient of damping) 
学0，but does not in the case of h=O. The relationship between the propagation velo-
city of reflection曹ave and the passing ti置1e fro田 theinput of impact曹ave is very 
affected by the value of coefficient of damping. 
2) The sign of propagation velocity of elastic曹avereflected from the bottom of 
steel bar is changed by the boundary condition of steel ba0 na皿elyafree end or a 
fixed end. But the曹avepropagation characteristics is hardly affected by the bound-
ary condition of steel bar in the range before the arrival time of曹avereflected fro血
the botto田 ofsteel bar. 
3) The steel corrosion can be estimated by the arrival time of 曹avereflected 
from the corrosion point and its a阻plitudeof propagation velocit~ but it is necess-
ary to take into the account the effect of multi deflection of elastic曹ave， so as to 
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(a) hc=O. 67の場合 (b)hc=Oの場合
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にまとめられる。
1 )減衰係数 (h)がh*Oの場合、 h=Oと設定
した場合には認められないパルス入力直後に波
形が負の方向に変移するアンダーシュート現象
が観察され、減衰の有無によって反射波の波動
速度とパルス入力後の経過時間との関係は著し
く相違する。
2)鉄筋終端の境界条件が自由端か閤定端かによっ
て、鉄筋終端から反射してきた弾性波の波動速
度の絶対値は正負逆転するが、その時点よりも
前の弾性波動伝播特性については、鉄筋終端の
境界条件の影響を殆ど受けない。
3)鉄筋腐食箇所から反射した蝉性波の到達時間と
その速度成分の振幅値とを用いることによって
鉄筋の断面推定をある程度正確に行うことがで
きるが、推定精度を向上させるためには、多重
反射の影響を考慮する必要がある。
[謝辞]
本解析プログラムの開発に際して御助力を得た愛
知工業大学学部学生の惣田篤子嬢、桃木佳子嬢およ
び吉井尚世嬢に対して謝意を表します。なお、本研
究費の一部は(株)東京ソイルリサーチおよびヨーコ
ン(株)の奨学寄付金によったことを付記し、謝意を
表する。
日|用文献〕
1 )山田和夫・小阪義夫:火害を受けたコンクリー
ト中を伝播する超音波の減衰特性に関する研究、
コンクリート工学年次論文報告集、第10巻、第
2号、 pp.36卜366、1988.6
2)山田和夫・小阪義夫:極低温下に曝されたコン
クリート中を伝播した超音波の減衰特性に関す
る研究、コンクリート工学年次論文報告集、第
1巻、第 1号、 p.331-336、1989.6
3)山田和夫・小阪義夫:アルカリ骨材反応を生じ
たモルタル中を伝播した超音波の減衰特性に関
する研究、コンクリート工学年次論文報告集、
第12巻、第 l号、印。 773-778、1990.6
4)山田和夫図小阪義夫:超音波スペクトロスコピ
一法によるコンクリートの劣化度評価に関する
研究、セメント図コンクリート論文集、 NO.44、
pp.288-293、1990.12
5)山田和夫@山本正岳:弾性波法を適用したコン
クリート内部の空際および鉄筋位置の推定に関
する解析的研究、コンクリート工学年次論文報
告集、第13巻、第 1号、p.485-490、1991.6
6)山岡和夫・山本正岳:弾性波法を適用したコン
クリート内部の空隙および鉄筋位置の推定に関
する実験的研究、コンクリート工学年次論文報
告集、第13巻、第1号、pp.491-496、1991.6
7)山田和夫@山本正岳:弾性波法による外壁タイ
ルの剥離およびコンクリートのひび割れ評価に
関する実験的検討、セメント・コンクリート論
文集、 No.45、p.394-399、1991.12 
8)山田和夫・山本正岳:蝉性波法による外壁タイ
ルの剥離およびコンクリートのひび割れ評価に
関する解析的検討、セメント@コンクリート論
文集、 No.45、p.400-405、1991.12 
9)山田和夫・山本正岳 e浅井陽一・コンクリート
内部の弾性波動伝播特性に関する基礎的研究、
コンクリート工学年次論文報告集、第14巻、第
1号、 PP.697-702、1992.6
10)山田和夫 弾性波法を利用した鉄筋の腐食推定
に関する実験的研究、愛知工業大学研究報告、
第28号B、1993.3(投稿中)
11)境友昭:委員会報告4 一波動理論の基礎一
杭の打込み性および波動理論の杭への応用に関
するシンポジウム発表論文集、p.23-33、1989.1 
(受理平成5年3月20日)
